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あとがきあとがき
　最後までお読みいただきありがとうございました。
　今回初めて広報紙をカラー刷りとさせていただきましたが、いかがでしたでしょうか。感
想などお聞かせいただけますと幸いです。
　全国大会の様子や震災遺構視察での状況等、より皆様にお伝え出来たのではないかと思っ
ております。
　今年度も広報部では会員の皆様に活動内容を分かりやすくお伝えできるよう努めてまいり
ますので、本広報誌の他、是非全青税ホームぺージも覗いてみてください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 広報部長　髙栁　律彦
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１．はじめに
　全国青年税理士連盟の皆様、こんにちは。こ
の度、８月４日に開催された名古屋全国大会に
おきまして第 58 代会長に就任いたしました東
京青年税理士連盟所属の高橋紀充と申します。
　まず、名古屋全国大会におきましては、たく
さんの方にお申込みやご参加をいただき、誠に
ありがとうございました。また、定時総会に上
程した議案について多くのご質問、ご意見をい
ただきましたこと、この場をお借りして厚く御
礼申し上げます。
　皆様からいただきましたご意見等を踏まえ、
今後、各部長、委員長、理事と一緒に検討を重ね、
全国青税のさらなる発展のために事業を進めて
参りたいと思います。
　また、公私ご多忙の中、定時総会にご臨席賜
ましたご来賓の皆様、祝電等をいただきました
皆様にも心から感謝申し上げます。韓国からお
越しいただきました韓国税務士考試会の皆様に
も厚く御礼を申し上げます。
　さて、最初に私の自己紹介を簡単に申し上げ
ます。私は学生時代にこの税理士という世界を
知りました。当時の指導教官（税理士）から税
法学について多くを学び、気づきを得て、今に
至ります。税理士事務所勤務を経て、2009 年（平
成 21 年）に税理士登録をした後は、東京青税
ではシンポジウム委員長、制度部長、研究部長、
総務部長、会長を経験し、全国青税では、税理
士制度対策委員長（福島執行部、水野執行部）、
総務部長（森岡執行部）、法対策部長（冨川執
行部）を務めて参りました。特に、東京青税、
全国青税両総務部長の頃はコロナ禍ということ
もあり、青税活動をどのように遂行していくか、
当時の会長らと悩み、任意団体とは何かを深く

考える契機となったことは、結果として東京青
税会長やこの度の全国青税会長就任にあたり、
非常に有益だったと思います。以上のようなこ
れまでの私の青税経験を踏まえ、今年度は以下
のとおり各部における活動方針を掲げ、皆様と
一緒に活動して参りたいと考えております。

２．活動方針
（1）法対策部について
　まず、法対策部の活動について申し上げます。
　今年度の法対策部も昨年に引き続き、税理士
制度、税制、納税環境整備の分野にそれぞれ委
員長を任命し、各分野についてしっかりと検討、
意見をして参りたいと思います。
　世の中は良くも悪くも紙から電子へ、という
デジタル化の波が一層強くなってきており、デ
ジタル化の名のものとにあらゆる手続き、処理
が紙からデジタルに置きかわろうとしていま
す。また、家族や個人の在り方も、私が生まれ
育った時代からでも随分と変わってきていま
す。このような今日の社会において、税理士業
務、税理士の存在、税制について、私たちが自
分たちのこととして向き合い、考え、そして提
言していかなければ未来への道は拓けません。
　先般の税理士法改正において税理士法第 2条
の 3が追加されています。仮に法律に規定され
ていなくとも、団体名に青年という名前が入っ
ている私たちが、デジタル化の流れについてい
けない、ということはあってはなりません。む
しろ、デジタル化について先頭に立って調査研
究し、税理士の業務との関連性をきちんと整理
したうえで、何が納税者の利便に資するのか、
税理士制度とどのように関係してくるのかな
ど、提言していく気概がなければいけないと感
じております。

会 長 就 任 挨 拶

全青の魅力は、全青の活動にあり

� 会　長　高 橋 紀 充 （東京）
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　また、税制については、例えば所得税制でい
えば課税単位や各種所得控除など、時代にあっ
た税制が検討、提言されてしかるべき時期だと
考えています。
　そこで、法対策部を中心に、私たちが歩んでい
く今後のあるべき税理士制度について検討し、未
来が描けるように活動して参りたいと思います。
　さらに、個人や家族の生活形態を考慮し、応
能負担原則や公平、中立、簡素の視点をもとに、
諸外国の税制も参考にしながら、一つでも二つ
でも新しい税制の提案ができるよう、国際部、
研究部とも連携しながら検討、議論をして参り
たいと思います。

（2）組織部・広報部について
　次に組織活動について申し上げます。昨年の
冨川執行部に引き続き、全国青税未加入の地域
における若手税理士との交流を積極的に行い、
全国青税への個人参加を促すことや、全国青税
が魅力ある成果物等を残し、その成果物等を未
加入地域の青税で共有していただくことで、団
体としても全国青税への加入につながるよう活
動して参りたいと思います。
　また、成果物のみならず、日頃全国青税がど
のような活動を行っているのかを知ってもらう
ことも重要ですので、税理士の職業紹介を兼ね
て、広報部とも連携して、税理士を目指す学生
や税理士を知らない若者に対しても活動を積極
的に伝えていきたいと思います。青税未加入の
現地の税理士とも協力し、職業紹介を通じた交
流と職業紹介に関するあらたな実施形態を構築
して参りたいと思います。

（3）国際部について
　国際部については、韓国との合同勉強会に加
え、諸外国の税理士制度や税制を研究する時間
を増やし、海外視察を視野に入れた活動をした
いと思っております。当連盟は、平成 22 年の
ドイツ視察（出国直前にアイスランドでの火山
噴火の影響で渡航不能となり、視察中止）を最
後に、韓国の他に団体としての視察、交流を行っ
ておりません。今年度中での視察は難しいかも
しれませんが、次年度以降に実施できるよう、そ
の足掛かり、基盤を作っていきたいと思います。

（4）研究部について
　研究部については、シンポジウムに向けて各
単位青税に日頃の研究の成果を集約していただ

くようお願いするとともに、シンポジウムの開
催趣旨、方法について研究部長を中心に今一度
しっかりと検証し、全国青税に所属する税理士
にとって魅力あるシンポジウムにしていきたい
と思います。

（5）厚生部・経理部について
　厚生活動は、全青活動が円滑に行えるよう、
また、各単位青税の枠を超えた税理士同士の交
流が深まるよう、理事や会員同士の交流を図る
ことが目的ですが、今年度は毎月行っている理
事会後の懇親会に加え、9月に開催されるみち
のく理事会翌日に多数の理事と共に観光バス１
台へ乗り合わせ東日本大震災の震災遺構視察を
実施し、理事同士のさらなる連帯ができるよう
活動して参ります。
　その他、予算管理や経費精算業務等を担当す
る経理部においては、予算執行の進捗を適宜報
告いただきながら、持続可能な全青活動のため
に必要な事業は何かなど検証するとともに、経
費精算業務の合理化に取り組んで参ります。

３．結びにあたり
　冒頭、私は学生時代に税理士の世界を知った
と申し上げましたが、時が経つのは早いもので、
あれから二十数年経ちました。しかし、私の税
理士としての原点は、当時の指導教官が常日頃
おっしゃっていた以下の言葉であり、この言葉
こそ私が常に追い求めている税理士像です。
　「納税者は税理士が護るんだ」
　私たち税理士が、そして、私たちの税理士制
度が、納税者をしっかりと護れるものとなるよ
う、この１年、部長、委員長、理事と一緒に私
の全身全霊をかけて活動して参ります。
　全国青税の活動は、会員の皆様の厳しく、時
に温かいご支援がなければ成し遂げられないと
思っておりますので、今後とも会員の皆様のお
力添えをお願い申し上げる次第です。
　最後になりましたが、第 57 回名古屋全国大
会開催にあたり、１年以上にわたり入念な事前
準備と段取りをしていただいた名古屋青年税理
士連盟の安藤宣貴実行委員長はじめ、各単位青
税の実行委員の皆様、そして名古屋青年税理士
連盟や岐阜青年税理士連盟の皆様に心から感謝
申し上げまして、結びとさせていただきます。
　１年、どうぞよろしくお願い申し上げます。
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総 務 部

部長　藤 原 功 子
� （近畿）

　この度、総務部長を拝命しました近畿青税の
藤原功子と申します。一昨年に法対策部長を
務めた後、昨年は日税連担当委員長ということ
で全青税では比較的のんびりとしていたのです
が、再び総務部長という大役が回ってきました。
朝が早いのは苦手なので、とりあえず理事会前
日の宿泊先を押さえるところから準備を始めま
した。総務たるもの段取りが大切ですからね。
後は、総務部長を務めるにあたって、大事な場

面で体調を崩さないよう自己管理をしっかりし
ていきたいと思います。
　さて、総務部長の最も重要な役割は、毎回の
理事会運営です。会長をはじめ皆様には何も気
にせずに活発な議論をしていただきたいので、
会場の手配や議案書の準備など、いらぬ心配を
かけないよう段取りよく進めていきたいと思
います。今年度も継続して Zoom併用の理事会
開催となりますが、理事の皆様には是非ともオ
ブザーバーを引き連れて現地参加をしていただ
き、各単位青税間の親睦を深めていただければ
と思います。また、全国大会についても軸とな
る実行委員会と力を合わせて盛り上げたいと思
います。
　１年間どうぞよろしくお願いいたします。

経 理 部

部長　湊 　 真 志
� （東京）

　今年度、経理部長を拝命しました東京青税の
湊真志と申します。この６月に東京青税の会長
職を終え、これで青税活動は引退かなと思って
いたところ、高橋紀充会長からお声掛けをいた
だき、もう１年、青税活動をする機会をいただ
きました。
　東京青税では部長職を５回、委員長職を１回
経験したのですが、経理部長は初めてです。実

際に通帳等の引継ぎを受け、みなさまの会費を
お預かりしているのだという重責を感じており
ます。
　私は細かいことが苦手な性分で、経理部の仕
事である年３回の会費請求、毎月の経費精算
などを漏らさず行うことは、最も不得意とする
ところです。うっかり者であります。経費の支
払いをうっかり忘れてしまわないか、経費精算
で振り込む金額をうっかり間違えてしまわない
か、今から心配です。
　しかし、引継ぎを受けたときに感じた重みを
忘れずに、高橋会長からいただいた１年間を精
一杯務めてまいります。１年間どうぞよろしく
お願いいたします。

部長就任挨拶・抱負
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研 究 部

部長　小 西 伸 幸
� （近畿）

　全国青年税理士連盟の皆様、今年度、研究部
長を務めることになりました、近畿青税の小西
伸幸です。
　前年度、会長等推薦審議委員会のメンバーで
あったこともあり、高橋会長から直々に声をか
けていただきました。高橋会長を推薦した一人
として、高橋会長からの依頼を断るという選択
肢はありませんので、研究部長を喜んでお引き

受けしました。全青の部長職は初めてで、研究
部も初めてですが、精一杯頑張ります。
　さて、今年度のシンポジウムのテーマは、『「５
年後の未来にあるべき税制について」～喫緊の
社会問題に対し、税制から見た提言～』です。
年を追うごとに変化している社会状況に対し５
年先のあるべき税制について研究を深めること
で、現時点における問題点や課題を抽出し、そ
れを今後の税制改正意見書の作成や日々の業
務に生かすことができればという意味合いで、
テーマを選定しています。
　皆様に楽しんでいただけるシンポジウムが開
催できるように、精一杯取り組んでまいります。
　１年間どうぞよろしくお願いいたします。

組 織 部

部長　江 田 佳銘子
� （近畿）

　今年度、組織部長を拝命いたしました、近畿
の江田佳銘子です。昨年度は税理士ＰＲ委員長
として久々に全青税の理事に復帰し、今年度初
めての部長職となりとてもおびえています。
　組織部の活動については、総会でもたくさん

のご意見ご要望を頂きました。全青税のみなら
ず各単位青税やその他の任意団体が共通して抱
える問題は、会員の獲得はもとより、会員の減
少防止、活動への積極的な参加の要請だと考え
ています。組織が継続、発展するために必要な
ことを、会長はじめ執行部、さらに組織部員と
も協力、相談し、１年間活動をしてきたいと思
います。今年度も、岡山青税様、広島青税様と
の繋がりを維持しつつ、税理士ＰＲ委員会、厚
生部とも協力し、現在の会員、未来の会員へ、
全国各地での校流を図ってまいります。１年間
どうぞよろしくお願いいたします。

厚 生 部

部長　髙 井 真 司
� （岐阜）

　今年度の厚生部長を務めさせていただくこと
になりました岐阜青税の髙井真司と申します。
部長職は初めてでありますし、全国青税の理事
になったのも最近でございます。力不足と重々
承知していますが、１年間高橋会長を支えるべ
く活動できればと思います。
　さて、厚生部の活動は、理事会後の懇親会と
全国大会時の懇親会の運営が中心となります。

コロナの影響による懇親会の中止というのが懐
かしいくらい、昨年度は懇親会を開催すること
ができました。岐阜青税は会則に３つある目的
の一番最初に「会員相互の親睦」が掲げられて
いるステキな団体です。その岐阜青税の代表と
して、会員の皆様と「親睦」を図ることができ
ればと思っております。
　しかしながら、開催地の単位青税の方々にご
協力いただかなければ運営をすることも難しい
と思います。その際はご協力よろしくお願いい
たします。
　懇親会により親睦を深めていただき、より青
税の活動が活発になればと思います。１年間ど
うぞよろしくお願いいたします。
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法 対 策 部

部長　安 藤 克 哉
� （東京）

　今年度、法対策部長を拝命致しました東京青
税の安藤克哉と申します。前年度は納税環境整
備委員長を務めさせていただきました。法対策
部長という大役ですが、納税者の権利擁護に資
するための研究や活動等をすべく、全力を尽く
して参ります。
　税理士制度対策委員会では、税理士試験の税
法科目受験資格要件に関する論点を整理し、ま
た税理士制度を取り巻く諸問題について検討し

ます。
　税制対策委員会では、税制の基本原則である
「公平・中立・簡素」に沿って検討し、要望書
を作成致します。また諸外国の税制についても
研究しながら、真に国民のための租税制度が確
立できるよう、行動して参ります。
　納税環境整備委員会では、税理士の業務のデ
ジタル化に向き合うため、税理士法２条の３を
軸とした勉強会や意見交換会を開催致します。
昨今の社会全体のＤＸ化を注視し、納税者の権
利擁護の観点から検討し、提言等を行います。
　今年度も法対策部員以外も部会に参加できる
よう案内しますので、多くの会員と現地でお会
いして、忌憚のない意見をお聞かせいただけま
すと幸いです。
　１年間、どうぞよろしくお願い申し上げます。

国 際 部

部長　木 下 晃 良
� （名古屋）

　今年度、国際部長を拝命いたしました、名古
屋青税の木下晃良と申します。
　国際部では、各国の税理士制度や国際税務に
ついて調査研究し、その成果を会員に還元する
ことを活動の目的にしています。
　具体的な活動として、韓国で韓国税務士考試会
と「国際相続」をテーマにした勉強会を開催する
予定です。国際的な相続に関する問題を取り上
げ、考試会の方々との意見交換を通じて、新たな

視点や知見が得られることを期待しています。
　次年度に日本で開催される予定の韓国税務士
考試会との勉強会の準備では、「政策税制」を
テーマにしたいと考えています。両国の政策税
制に関する最新の動向や取り組みを学びなが
ら、より良い税制のあり方について考える機会
にしたいと考えています。
　また、次年度にドイツへの視察を計画してお
り、今年度は視察のための研究を進めます。こ
の研究は拡大国際部会で行う予定ですので、国
際部の部員の方はもちろん、部員以外の方にも
広く参加していただきたいです。
　国際部の活動を通じて、関わる皆様の研鑽と
交流、親睦が深まるように努めてまいります。
至らぬ点もあるかと思いますが、１年間どうぞ
よろしくお願いいたします。

広 報 部

部長　髙 栁 律 彦
� （神奈川）

　広報部長を務めます、神奈川青税の髙栁律彦
です。年２回の会報誌発行のほか、ホームペー
ジ運営委員会を主体に、全青税ホームページよ
り、皆様への情報伝達を随時行います。税理士
ＰＲ委員会は組織部のほか、三青会担当委員会
とも連携し、未来の税理士たる学生をターゲッ

トに、他士業も交え税理士の魅力を伝えるべく
活動してまいります。１年間どうぞよろしくお
願いいたします。
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日税連担当委員会日税連担当委員会

� 委員長　阿 部 圭 子 （東京）

　今年度、日税連担当委員長を務めることとな
りました東京青税の阿部圭子と申します。
　日税連担当として日税連理事会・定期総会傍
聴の手配と傍聴報告、日税政定期総会の傍聴手
配と懇親会があればそちらにも参加し、国会陳
情の手がかりとなるように活動します。

　また、日税連執行部との懇談会の手配も行い
ますが、この懇談会は歴代の全青税執行部が
繋げてきてくれた貴重な機会ですので、双方に
とって有意義な時間となるように努めたいと思
います。日税連理事会傍聴および日税連執行部
との懇談会で見聞したことや交換した意見は、
全青税の求める税理士制度の強化発展への布石
になりますので、各単位青税からの参加を心よ
りお待ちしております。
　１年間どうぞよろしくお願いいたします。

三青会担当委員会三青会担当委員会

� 委員長　吉 澤 寿 朗 （神奈川）

　今年度、三青会担当委員会の委員長を務めさ
せていただきます吉澤寿朗と申します。
　三青会の主な目的は、全国青年税理士連盟、
青年法律家協会弁護士学者合同部会、全国青年
司法書士協議会の三団体による情報交換を行う
とともに、各会共通の問題について意見交換を
行うことです。
　前年度は三青会共同にてインボイス制度に反

対する集会を行い、大きな反響を呼びました。
今年度も引き続き、インボイス制度の実務上の
問題点を三青会で共有して問題提起を行ってま
いります。
　また、新たな取り組みとして、三青会共同で
学生向けに職業紹介を行います。この職業紹介
を通じて、学生に各士業の特徴を理解してもら
い、将来の職業選択に役立ててほしいと考えて
おります。
　従来の三青会活動の枠にとらわれず、新しい
試みにも積極的にチャレンジしてまいります。
１年間、どうぞよろしくお願い致します。

全国大会実行委員会全国大会実行委員会

� 委員長　野 村 知 栄 （東京）

　全国大会実行委員長をお引き受けいたしま
す、東京青税の野村知栄（のむらともしげ）です。
　第 58 回全国大会は東京で開催いたします。
令和７年８月３日に「京王プラザホテル東京」
で開催予定です（会場は予算や企画内容により
変更があるかもしれません）。
　全国青税の活動を活発にしたいという思い
は、皆様同じだと思います。
　第 58 回全国大会も酷暑の中での開催ですが、
ご承知のとおり東京は交通の便がよく芸術や文
化に触れることができる施設やイベントもたく
さんございます。是非この機会に東京開催の全

国大会にご出席いただき、東京の様々な芸術や
文化に触れ、皆様の思い出に残る楽しい時間を
お過ごしください。そして各単位青税の皆様と
の懇親はもとより、会員の皆様が全国大会に出
席いただくことが旧執行部の労いになり、新執
行部の更なるモチベーションにもなります。
　全国大会が盛会となるよう精一杯務めて参り
ます。皆様からの積極的なご意見やご指導を賜
り、今までで一番よかったと感じて頂ける全国
大会を目指したいと思っております。そのため
には、企画準備段階からの会員の皆様一人一人
の協力なしでは実現することができません。一
致団結して全国大会を作りましょう。皆様の積
極的なご参加や東京大会へのご出席をお待ちし
ています。

委員長就任挨拶・抱負
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会長等推薦審議委員会会長等推薦審議委員会

� 委員長　冨 川 和 將 （近畿）

　みなさまこんにちは。
　今年度、会長等推薦審議委員長を拝命しまし
た近畿青税の冨川と申します。
　私自身、会長職がやっと終わったばかりで一
息付く間もなくの就任になります。
　前年度はみなさま多大なるご協力誠にありが
とうございました。

　今年度は前会長として高橋会長を強力にサ
ポートできればと考えております。
　また、会長等推薦審議委員会では出来るだけ
早くに次の会長候補を選出し、次期会長予定
者が次期の人事や事業計画など準備に多くの時
間を使えるようにし、会長に就任するまでの相
談役となれるよう全力で活動を行ってまいりま
す。
　みなさま、今年度もご協力宜しくお願い致し
ます。

ホームページ運営委員会ホームページ運営委員会

� 委員長　笹 田 　 淳 （近畿）

　ホームページ委員長を拝命した近畿青年税理
士連盟の笹田淳です。
　１年間全国青税のホームページの管理運営を
させていただきます。ホームページには全国青
税各部の活動内容や成果物が掲載されており、
青税活動を知っていただく最初のツールですの
で、会員外の方に青税の活動や魅力が伝わるよ
う、適時ホームページを更新していきたいと思

います。もちろん会員の方にも現在の全国青税
の活動が伝わり、会員全体から応援していただ
けるようになることを期待しています。
　ホームページの更新にあたり、当然に原稿が
必要になってきます。皆様に原稿依頼をさせて
いただきますので、依頼があった際は「よろこ
んで！」と引き受けていただけますようお願い
いたします。
　それでは１年間高橋年度を支えるため努力を
続けます。皆様のご協力よろしくお願いいたし
ます。

税理士ＰＲ委員会税理士ＰＲ委員会

� 委員長　安 藤 寛 子 （東京）

　税理士ＰＲ委員長を拝命いたしました東京青
税の安藤寛子と申します。
　私が税理士を目指したのは大学生のときでし
た。経営者だった父が病床に伏しても、顧問
税理士の先生は最後まで月次報告に来てくださ
り、家族を励ましてくださり、その姿に憧れま
した。
　今度は私が委員長として、大学生を中心とし

た若い世代に税理士の魅力を伝え、税理士を
目指すきっかけを作り、合格後は青税の仲間と
なってもらえるように積極的にＰＲを行ってま
いります。
　今年度で３年目となった税理士ＰＲ委員会
は、持続可能な活動を目指すため、広く委員を
募集する予定です。委員会にご参加いただけそ
うな方がいらっしゃいましたら、ぜひ教えてく
ださい。
　至らぬ点も多いと思いますが、１年間どうぞ
よろしくお願いいたします。
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税理士制度対策委員会税理士制度対策委員会

� 委員長　大 澤 貴 昭 （埼玉）

　この度、税理士制度対策委員長を仰せつかり
ました、埼玉青税の大澤貴昭と申します。
　税理士制度は諸先輩方（青税の内外を問わず）
が営々と築き上げてきたからこそ、今なお健在
であるのだと感じております。その思いは変わ
らないのですが、とある際にこのようなお言葉
を耳にしました。「税理士バッジは未来の税理
士からの借り物である」のだと。

　昨今、ＡＩの台頭が叫ばれ、私たちの無償独
占業務が脅かされるかも、という懸念も聞こえ
てきます。加えて、インボイス制度や定額減税
など税制も無闇矢鱈に複雑の一途を辿っていま
す。このような中だからこそ、国民納税者から
真に求められる税理士制度とは何かを問い直す
必要があるのではないでしょうか。
　何分非力な私ではございますが、皆様の熱い
想いと深い見識を結集すれば、道を見いだせる
と考えておりますので、１年間お力添えのほど
お願い致します。

税制対策委員会税制対策委員会

� 委員長　澤 井 貴 介 （東京）

　今年度、税制対策委員長を拝命いたしました
東京青税の澤井貴介と申します。
　税制対策委員会では、税制の基本となる公平・
中立・簡素の３原則をもとに、あるべき税制に
ついて検討を行い、税制改正の要望書を作成し
て参ります。毎年タイトなスケジュールではあ

りますが、全国青税らしい気概のある意見を発
信して参ります。また今年度は、物価スライド
税制など前年度からの検討事項も引続き研究対
象としていき、これを活動の成果に繋げていき
たいと考えております。
　私自身はコロナ禍の数年、本業に専念し充電
期間をいただいておりましたので、少しばかり
リハビリをさせていただきつつ、１年間楽しく
皆さまと活動していければと思っております。
どうぞよろしくお願いいたします。

納税環境整備委員会納税環境整備委員会

� 委員長　上 原 章 裕 （千葉）

　納税環境整備委員長を拝命しました千葉青年
税理士連盟の上原章裕です。今年度の納税環境
整備委員会では、大きな柱として、会員有志の
方々の多大なるご協力の下、税理士法２条の３
を軸とした勉強会と意見交換会を行うべく現在
先方と協議中です。納税環境整備委員会では、
これまで納税者権利憲章や納税者を守るための

滞納処分チェックリストといった、納税者の権
利擁護について皆さんのご意見を募り、成果物
としてまとめてきました。今年度はそのマイン
ドを承継しつつ、我々税理士の業務をもう一度
見つめ直し、自らの仕事の効率性を上げながら
納税者擁護に繋げるべく検証していきたいと考
えています。法対策部会や理事会はもちろん、
メーリングリストその他皆さんの積極的なご参
加をいただき、実りある１年にしたいと考えて
おります。どうぞよろしくお願いいたします。
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東京青年税理士連盟

� 会長　石 山 貴 裕
　東京青税 64 回定期総会で会長に就任しまし
た石山貴裕です。2015 年 65 回税理士試験に合
格し、2017 年に東京会麻布支部で開業しました。
東京会では支部組織部長、東税政では政策委員
を務めています。全国青税では 2017 年に国際
部長を務めました。
　さて、2022 年に 60 周年を迎えた東京青税は
会員約 500 人で構成し、総務、経理、組織、広報、
厚生、研究、実務研修、制度、税制調査、計９
人の部長と６人の副会長を始め、役員 89 人で
会務を運営しています。税理士制度の研究と次

なる税理士法改正に向けた提言、税制改正要望
書や意見書の作成、東京会総会議案に対する発
言、東京会執行部との懇談会、税法学原論研究
会、判例研究会、裁判所見学会、ほぼ毎月開催
する実務に役立つ研修会、全国青税シンポジウ
ム参加、青山学院大学生とのディベート大会、
年２回の厚生行事と各種同好会活動、税理士試
験合格者祝賀会、合同同期会や事務所見学会等
の新合格者向け企画、専門学校との意見交換会、
Ｘ（旧 twitter）による税理士試験受験生応援、
小笠原無料相談等の公益活動、年５回の広報
誌発行、ホームページや SNS による広報活動、
これら多岐にわたる活動にフル参加を目指しま
す。よろしくお願いいたします。

近畿青年税理士連盟

� 代表幹事　濱 田 誠 二
　皆さまこんにちは。近畿青年税理士連盟第 60
代代表幹事の濱田誠二です。近畿青税は近畿２
府４県で構成されていて、各府県にはそれぞれ
支部があります（奈良県支部は現在休会の様な
形になっています）。各支部での活動をベース
に、近畿青税では、各支部から意見を取りまと
めて近畿税理士会に税制改正意見書などを提出
したり、近畿税理士会の総会で質問を行ったり、
近畿税理士会の役員との懇談会を開催するなど
して、青税の意見を近畿税理士会に届けること
を役割としています。

　また、今期の近畿青税は、Ｘによる情報の発
信、連盟と各支部との共催研修の企画、近畿税
理士政治連盟との懇談会の開催、西田昌司参議
院議員との懇談会の開催など、連盟としても多
くの事業を企画し、各支部との結束をさらに強
めていきたいと考えています。
　さらに今期は近畿青税が 60 周年を迎える年
度であり、冨川前全青税会長に実行委員長をお
願いして、60 周年記念事業に向けて準備を進め
ている所です。
　今期も近畿青税から多くの役員を全青税に輩
出しており、皆様と協力して全青税を盛り上げ
て参りたいと思います。
　１年間、よろしくお願いいたします。

単 位 青 税 代 表 紹 介単 位 青 税 代 表 紹 介
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名古屋青年税理士連盟

� 会長　池 田 大 志
　今年度、名古屋青年税理士連盟の会長を務め
ております池田大志と申します。
　名古屋青税は 45 歳以下の正会員と賛助会員
の約 570 名で構成されています。今期の名古屋
青税は「成長」をテーマにして活動しています。
現在、税理士を取り巻く環境は、税制改正やデ
ジタル化などによって目まぐるしく変化してい
ます。インボイス制度・電子帳簿保存法・定額
減税など、国民や企業に負担のかかる改正も多
く見受けられます。そんな時代だからこそ、我々

若手の税理士が一段ギアを上げて、仲間ととも
に「成長」し、新しい道を切り開いて行くこと
が現在の名古屋青税に課せられた使命だと思い
このテーマを設定しました。これまで通り研究
発表や研修、懇親、ディベート大会等を通じて
「成長」できる環境を用意するのはもちろんの
こと、急激な変化に対応できるよう規約改正、
意見書、意見交換会、会員アンケートなどを行
う総合企画・検討委員会を新設しました。
　一人一人が成長し、青税をさらに盛り上げて
いくとともに、税理士の社会的地位の向上に努
めていきたいと思います。今後ともよろしくお
願いいたします。

神奈川青年税理士連盟

� 代表幹事　深 沢 智 仁
　今年度、神奈川青年税理士クラブの代表幹事
に就任いたしました深沢智仁と申します。55 期
を迎えた神奈川青税の歴史と伝統を鑑みると、
光栄に思うと同時に、身が引き締まる思いです。
　コロナ禍前のように活発な活動を行い、この
神奈川青税の伝統のバトンをしっかりと次世代
に引き継いでいくことが私の役目だと認識して
おります。今年度の神奈川青税のスローガンは、
「そうだ　青税、行こう」です。これまで多く
の会員が、学び、議論し、交流を深め、経験し、

経験を分かち合い、成長していった、この青税
という場を大切にするとともに、同じ志を有す
る全国の青年税理士の皆様と一緒に活動してい
きたいと思っています。そしてその志が、まだ
青税に入会していない青年税理士や入会してい
てもなかなか青税の活動に参加できていない青
年税理士に伝播していくことを切に願っていま
す。これから一年間どうぞよろしくお願いいた
します。
（情熱があるからこそ厳しい意見を交わし、ギ
スギスしてしまうときもあろうかと思います
が、会議が終わればノーサイドの精神で、仲間
同士、楽しくお酒を飲みましょう～！）

埼玉青年税理士連盟

� 代表幹事　駒 形 哲 郎
　皆様こんにちは。今年度埼玉青年税理士連盟
の代表幹事を務めます駒形哲郎と申します。
　埼玉の大きな特徴は、何と言っても「アット
ホーム」です。皆様が仲良く協力し合って物事
を進められる体制が、自然に出来ています。現
に、新執行部になってから、私が何も申し上げ
なくても、皆様が自然と動いて下さっています。
故に、皆様には感謝の気持ちでいっぱいです。

　この様に内部に憂いが少ないからこそ、代表
幹事としてすべきことは何かと考えました。そ
こで、代表幹事とて、埼玉の魅力を全国にお伝
えすることが大切と考えました。その一環とし
て、全青理事会に積極的に出席・発言致したい
と考えます。そして、埼玉の魅力だけでなく、
全青の魅力を埼玉にきちんと伝え、埼玉と全青
の連携をしっかり図っていきたいと考えます。
　それでは、約 1年間、埼玉と全青を盛り上げ
る為に職務を全う致したいと考えますので、宜
しくお願いします。
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千葉青年税理士連盟

� 会長　山 崎 　 喬
　2024 年度の千葉青年税理士連盟の会長に選任
されました山崎喬と申します。千葉青税と同じ
47 歳で、現在は松戸支部で独立開業しており
ます。実は、４年前のコロナ騒動元年にも会長
をしており、異例の「再登板」になります。今
回、千葉青税では、諸般の事情により、会長の
負担軽減を図るべく「会長＝千葉青税内部の世
話役＝全国青税の窓口担当」から「会長＝千葉
青税内部の世話役」に会長の役割を限定させて

いただき、別途、「全国青税の窓口担当」を設
けさせていただきました。（山崎＆亀川会員の
２人体制）私自身、３人の子供を持ち、末っ子
はまだ６歳ですので、「日曜日は完全OFF　子
供と過ごす時間」と決めておりますので、全国
青税の理事会等の活動には参加できません。何
卒ご了承ください。千葉青税内部の役割をセパ
レートして１人当たりの「負担感」を軽減する
ことが、今後の千葉青税の会長の担い手不足の
解消にも寄与することを期待してのことであり
ます。任意団体の役員の担い手不足に直面して
おります。

岐阜青年税理士連盟

� 会長　佐々木 靖 高
　今年度、岐阜青年税理士連盟の第 48 代会長
を務めさせていただいております佐々木靖高と
申します。
　岐阜青税は、45 歳以下の正会員 39 名、46 歳
以上の準会員 79 名で構成されています。２年
後に 50 周年を迎えますが、この２年で 12 名が
準会員となり、正会員の減少という深刻な問題
を抱えております。４月の定時総会では、規約
の一部改訂を実施し、入会から５年間は青税の
活動ができるように変更をしました。50 周年に

向けて、新入会員の増強に力を入れていきます。
　今年度は、青税活動を「楽しむ」をテーマに
取り組んでおります。８月には名古屋で全国大
会、シンポジウムが開催されました。岐阜青税
らしく「楽しく」参加できたのではないかなと
思っております。
　岐阜青税は親睦と研修に力を入れています。
楽しく親睦を深め、楽しい研修を実施し、税理
士１人１人が、社会に貢献できる組織として成
長していきたいと思っております。
　全青税の活動につきましても、岐阜青税らし
く参加させていただきます。一年間よろしくお
願いいたします。

みちのく青年税理士クラブ

� 会長　原 　 　 勉

熊本青年税理士連盟

� 会長　下 田 幸 雄
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　2024 年 8 月 4 日、全国青年税理士連盟第 57
回定時総会（名古屋大会）がＡＮＡクラウンプ
ラザホテルグランコート名古屋にて開催されま
した。総会は 14 時 30 分より、田畑達也会員、
寺澤英里会員（名古屋青税）の司会のもと、今
井司会員（東京青税）の開会の辞により開会さ
れました。まず、司会者より来賓の方々が紹介
されました。次に、議長として三谷智会員（近
畿青税）、鈴木茂和会員（東京青税）、仙田浩人
会員（名古屋青税）の３名が選出され、議事が
始まりました。

議案審議
　第１号議案（2023 年度事業報告承認の件）
は、阿部圭子総務部長（東京青税）より 2023
年度の事業活動が説明され、第２号議案（2023
年度決算承認の件）は岩澤英彦経理部長（千葉
青税）より決算の報告がなされました。続いて
決算について、妹尾明宏会計監事（名古屋青税）
より会計監査報告がなされました。質疑に入り、
水野誠会員（名古屋青税）より懲戒処分に関す
るリーフレットを新入会員等へ周知・配布する
予定の有無について質問があり、高橋紀充法対
策部長（東京青税）より、当該リーフレットに
関しては既に全青税ホームページへ掲載してい
る旨及び各単位青税にて若手会員等への注意喚
起を踏まえた周知依頼を行った旨の説明があり
ました。永岡稔会員（近畿青税）より経費支出

の増加原因及び収
支計算書の記載箇
所について質問が
あり、冨川和將会
長（近畿青税）よ
り税理士ＰＲ活動
やコロナ明けに伴
う活動の活発化、
交通費等物価上昇
や国際交流の再開
による影響及び
記載箇所について説明がありました。植木心一
会員（近畿青税）より会員間の交流の在り方に
ついて意見があり、冨川和將会長より次年度へ
引き継ぐ旨の回答がありました。坂本和穂会員
（近畿青税）より日税連等に対して青年税理士
としての情熱をもって未来を見据え積極的に発
言していくよう、要望がありました。城田英昭
会員（神奈川青税）より組織拡充の目的と次年
度以降の活動の継続について質問があり、冨川
和將会長より今年度はまずは個人会員の獲得に
力を入れたこと、会長経験者として次年度も積
極的に組織拡充に向けた活動に協力をする所存
である旨の回答がありました。菊池純会員（東
京青税）より令和６年４月から不特定多数の者
による懲戒処分の閲覧が可能となったことに対
する全青税の意見及び懲戒処分に関するリーフ
レット作成時の議論の状況について質問があ

第 57 回　全国大会（名古屋大会）
第２部　定時総会報告

新会長は高橋紀充会員（東京青税）

冨川前会長あいさつ

総会司会者 議長団
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り、高橋紀充法対策部長より改正法施行とリー
フレット作成の時期が異なることから、次年度
でも引き続き検討する旨の説明がありました。
　議長は裁決に入り、第１号議案並びに第２号
議案ともに賛成多数で可決されました。
　第３号議案（役員改選の件）は会長等推薦委
員長の山田隆一会員（近畿青税）より、推薦の
経緯、推薦者の経歴等が説明されました。続い
て新役員の名簿が配布され、高橋紀充新会長
（東京青税）をはじめとする新役員が満場の拍
手で承認されました。そして新旧執行部交代の
後、高橋紀充新会長をはじめ新役員の紹介が行
われました。
　第４号議案（2024 年度事業計画承認の件）は
藤原功子新総務部長（近畿青税）より、第５号
議案（2024 年度収支予算書承認の件）は湊真志
新経理部長（東京青税）より上程されました。
質疑に入り、城田英昭会員、水野誠会員、今元
明彦会員（近畿青税）、坂田覚会員（東京青税）、
篠田喜代子会員（近畿青税）、上坂淳会員（近
畿青税）らより、具体的な活動等及び各単位青
税の会員数減少への対応の件、活動内容と予算
の関連性の件、インボイス制度廃止に向けた活
動の件、次なる税理士法改正に向けて重点的に
取り組むべき論点、シンポジウムの発表形態に
関する今後の方針、組織の充実に向けた既存会
員への活動の魅力の伝え方、について質問があ
り、高橋紀充新会長より現状の報告及び会長と
しての考えや抱負を踏まえた回答がなされまし
た。また、植木心一会員、小池幸造会員（東京
青税）らより、国税不服審判所の在り方につい
ての議論及び先輩会員の体験談を拝聴できる場
の検討、任意団体が海外視察に行く意義や目的、
全青予算の関連性に関する要望がありました。
　その後、議長は裁決に入り、第４号議案並び

に第５号議案ともに賛成多数で可決されました。
　最後に、第６号議案（大会宣言採択の件）が
水野貴郎会員（名古屋青税）によって読み上げ
られ、満場の拍手をもって採決されました。
　総会の議案審議が全て承認可決され、議長団
は議長席から降壇しました。
　新会長の挨拶として高橋紀充新会長より、今
後１年間の活動方針の抱負が熱く語られまし
た。
　続いて、ご来賓の方々より祝辞をいただきま
した。ご来賓としまして、日本税理士会連合
会・太田直樹会長、名古屋税理士会・尾崎秀明
会長、東海税理士会・片山泰宏会長、韓国税務
士考試会・李錫政会長、青年法律家協会弁護士
学者合同部会・笹山尚人議長、全国青年司法書
士協議会・宮部正樹副会長、税経新人会全国協
議会・井上礎幸理事長、と多くの方々にご臨席
を賜りました。
　最後に、河合基裕副会長（岐阜青税）の閉会
の辞により全国青年税理士連盟第 57 回定時総
会が無事終了しました。
� （総務部長　藤原功子）

高橋新会長

開会宣言質問者
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　2024 年８月４日、一年かけて準備をしてきた
シンポジウムが、名古屋の地にて開催されまし
た。全国大会とシンポジウムが同日開催となっ
て３回目ですが、今回は順番を入れ替えて、第
一部として初めてシンポジウムを先に開催する
といった方式でした（その理由は割愛させて頂
きます。）。当日は多くの関係者の皆様のご尽力
によって大きな盛り上がりの中、無事に終了す
ることができ、私もホッとしていると同時にや
りきった安堵感・充実感でいっぱいです。
　さて、今回のシンポジウムの大テーマは『新
時代に求められる税理士の役割』です。日進月
歩で進む ICT 技術やＡＩ技術、また令和 4 年
度税理士法改正によって二条の三（税理士業務
ICT化の努力義務）が新設されたことなど、社
会は新しい時代に突入していますが、そのよう
な中で我々税理士は何を求められ、納税者の期
待に応えられるか、といった壮大なテーマです。
　2013 年に、英オックスフォード大学の准教
授（当時）であり、機械工学やＡＩの権威であ
るマイケル・Ａ・オズボーン氏の論文にて『20
年後に消える職業』の一つに税理士があったこ
とは我々にとっても衝撃的でした。それから 10
年超が経過していますが、その論文に記載され
ていた通り、ルーティンワークである会計記帳
業務や簡単な申告書の作成はＡＩが担うほどに
技術が進化しています。一方で単純作業から解

放された税理士や事務所職員は、それによって
創られた時間で付加価値や生産性の高い、新た
に高度・複雑化された業務へとシフトしてきた
のが現状ではないでしょうか。ＡＩに仕事を奪
われるのではなくＡＩの進化にあわせて、税理
士自身も進化しています。
　ChatGPT や GEMINI といった生成ＡＩに
『税理士業務は無くなるの？』と尋ねると『無
くなることはない』と回答が得られます。税理
士業務を奪うといわれていたＡＩそのものが
『税理士業務は無くならない』と言ってくれて
いるわけですね。
　一方で、高度・複雑化された業務に伴い、無
償独占を維持できるか、業際問題や賠償責任は
どうなるのか、いかにして納税者や税理士の権
利を護っていくのか、といった新たな課題もあ
ります。今回の各単位青税の論文は、まさにそ
こに着目した素晴らしい７つの成果物となり、
その内容に沿った、笑いあり、涙あり、感動あ
り、の大盛り上がりの発表となりました。今回
の論文作成や発表に至るまでに調査・研究した
内容が、皆様の今後の税理士業務の一助になれ
ば幸いです。
　各単位青税の論文や発表の内容は、この記事
の後に、担当者からの報告という形でお任せ致
しますので、私の報告はここまでとさせて頂き
ます。

　最後に、シンポジウムが大きな盛り上が
りと成功の中で終わることができたのは、
全青研究部の皆様や安藤前実行委員長をは
じめとする実行委員会の皆様、ご当地名古
屋青税会員の皆様、何よりも論文作成から
発表までシンポジウムのために時間を割い
て頂いた会員皆様のご協力があったからこ
そと感じております。この紙面の場をお借
りいたしまして、心より感謝申し上げます。
閉会挨拶や表彰時に会場の皆様の楽しそう
な顔を見ることができ、私自身とても幸せ
な気持ちでした。
　本当にありがとうございました。

第１部　シンポジウム
シンポジウムを終えて
� 石 澤  健 太 （神奈川）

シンポ司会

発表風景（名古屋青税）

発表風景（近畿青税）
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　令和５年度の制度部長に任命されてから全青
税シンポジウムの発表まで約１年と２カ月、部
員の皆様に支えられ、苦しくも楽しい日々を過
ごしながら準備をしてまいりました。制度部で
の活動経験がなく右も左もわからないところか
ら始まり、本当に最後までやり切れるだろうか
というのが正直な感想でした。そんな私に突然
部長をやってくれと言ってきた当時の名青税会
長、副会長はいったい何を考えていたのでしょ
うか。
　さて、愚痴のような前置きはこれくらいにし
ておいて、今回のテーマは「書面添付制度につ
いて」です。書面添付制度はそもそも添付率が
低く、部員の中でも制度を利用したことがある
人が少ないため、手探りでの部会が続き、軌道
に乗るまでに非常に時間がかかったことが印象
的です。論文作成に関しては部長が引っ張って
いくのが本来だとは思いますが、優秀な部員の
皆様におんぶに抱っこ、それどころか肩車まで
してもらいなんとか完成にこぎつけることがで
きました。本当に感謝してもしきれません。
　しかし、ここで問題となったのが発表方法に
ついてです。前年の発表のようにパネルディス
カッション形式でいくのか、はたまた寸劇を取
り入れるのか…。折衷案？ということで「そこ
まで言って委員会」を模した方法で行いました
がうまく皆様にお伝えすることはできたでしょ
うか。なんとか持ち時間に収まるように台本を
作成しましたが、これが想像以上に難しく、ど
こを削りどこを残すのか試行錯誤の日々でし
た。

　迎えたシンポジウム当日は開催地から発表と
いうことで、24 時間営業している居酒屋に集合
し小さい声でリハーサルです。こんなことを言
うと怒られるかもしれませんが、私自身は裏方
役でしたのでそこまで緊張というものはありま
せんでした。大きなトラブルもなく無事に発表
を終えることができたので一安心です。
　名青税に入会してからはや数年、今までは見
る側として参加していた全青税シンポジウムで
したが、今回初めて発表側で参加しました。最
終的には芳しくない結果となってしまいました
が、なかなか普段の仕事では経験することがで
きない機会をいただき、本当に楽しく活動する
ことができましたので個人的には満足しており
ます。
　昨年度からの引き続きのため、すでに新年度
の役員として各部・各委員会で活躍する方が多
く、大変忙しい中今回の発表に携わっていただ
きました。発表委員会にご協力いただいた皆様、
また当日会場で発表を見ていただいた皆様、本
当にありがとうございました。

各単位青税報告各単位青税報告（シンポジウムに参加して）（シンポジウムに参加して）

名古屋青税 各 務 　 豊

PPage-17

シ ン ポ ジ ウ ム



19
4

　はっはっは、地球を侵略に来ましたフリーザ
軍のザーボンです。改め岐阜青税の鷲見です。
　昨年の年末か、年明けごろに塚原前岐阜青税
会長、佐々木岐阜青税会長から声をかけて頂き
まして発表に向けて準備を行ってきました。昨
年の岐阜青税の論文、寸劇を拝見しておりまし
て、特に論文は会計ソフトベンダーのアンケー
トなども取っており、「結構ハードルが高いな
…大丈夫かな…」と思っていたのが正直なとこ
ろです。論文の執筆は時期が確定申告期に重な
ることもあり、スケジュールがかなりタイトで
したが、なんとか皆さんの協力のお陰で完成さ
せることができました。原稿を夜中１時、２時
に送る、送られてくることもあり、ブラック企
業体制で魂の入稿を果たしました。共同執筆者
の服部さん、箕浦さんお疲れ様でした。
　その後、５月、６月頃から台本作成、寸劇の
練習を始めました。寸劇については今年、鳥山
明先生が亡くなってしまいましたので、追悼の
意味も込め、ドラゴンボールをネタとしてやろ
うということになりました。石黒会員に台本の
作成に多大なるご尽力を頂きましたが、台本を
初めて見たときは「これを公の場でほんとにや
るんか…？」と若干引き気味で練習を始めまし
た笑（鳥山先生ごめんなさい）
　６月以降は毎週集まり、練習を重ねていきま

した。練習の際には出演予定のない会員の方に
もお集まりいただき、様々なご意見をいただい
たほか、過去の寸劇出演者であり、今回悟空役
を務められた北川会員から「恥を捨て、キャラ
クターになりきれ！」という熱いアドバイスを
頂き、各々、キャラクターにどっぷり浸かり演
技の完成度を高めていきました。
　私自身、シンポジウムに参加するのは今回が
初めてで、本番の寸劇ではとても緊張しました
が、振り返るととても貴重な経験をさせて頂い
たと思います。また、岐阜青税の皆様との親
睦もより深めることができました。地球を征服
（優勝）することは叶わず残念ではありました
が、何物にも代えがたい様々なものを得ること
ができました。
　最後に、今回のシンポジウムに向けて練習に
お集まり頂きました皆様、台本・パワーポイン
ト作成を行って頂いた皆様、貴重なご意見を頂
いた皆様、運営に御尽力いただいた全国大会実
行委員会の皆様に厚く御礼申し上げます。あり
がとうございました。また、寸劇の最後に元気
玉にパワーを送って頂いた皆様ありがとうござ
います。悟空も最高の元気玉をフリーザにぶつ
けられました！魔人ブウであってもあれは倒せ
ましたね。（無茶ぶりすみません）
　来年の東京大会でも岐阜青税らしさを発揮で
きることを楽しみに待っております！

岐 阜 青 税 鷲 見 信 人
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　シンポジウムの発表が秋頃に開催されていた
数年前とは異なり、8月の全国大会の開催に合
わせて行われるようになってから、6月に執行
部が変わる近畿青税は毎年、前事業年度のシン
ポジウム委員長と新事業年度のシンポジウム委
員長が力を合わせて準備を実施してくれていま
す。
　今年は新事業年度の伊庭シンポジウム委員長
が前事業年度に作成された論文を基に発表内容
を考えてくれました。テーマは「AI と税理士
業務の未来」。前事度のテーマが「2050 ～ AI
全盛時代における税理士業務の考察～」と 2年
連続で「AI」のワードが出ており、論文の結論
としては重複する部分もあったかも知れません
が、発表内容は非常にオリジナリティに溢れる
内容だったと思います。
　発表形式は毎年寸劇スタイルで行っており、
何年か前に近畿でも行ったディベート形式も検
討したのですが、寸劇形式もみんなで楽しく気
張らずに出来るので、年に一度はこういった形
式でも良いのかなと思います。
　劇中では最初は映像を使用する予定だったの
ですが、去年の近畿の発表で映像トラブルが
あったこともあり、今回は劇中では映像を使用
しないこととし、映像の中で出演するだけの予
定だった私も会場の檀上に引っ張り出されまし
た。最初は代表幹事の私は代表幹事でありなが
ら一言も発しないエキストラの役割だったので
すが…。
　近畿は笑いを取らなければとの謎の使命感か
ら所々にネタを仕込んでいたのですが、重要な

ネタを一つ飛ばしてしまうなど、緊張感のある
会場の中ではなかなか練習通りにいかないもの
ですね。
　寸劇が始まる前に代表者が発表の見所などを
最初に話すという事でしたので、「完全なるオ
リジナルキャラクターで完全なるオリジナルス
トーリーです。」と話したのは「全然オリジナ
ルやないやないかーい！」という皆様のツッコ
ミを期待しての発言でしたが、皆様、心の中で
突っ込んでいただけましたでしょうか？
　出演者として準備、片付けなども行っていた
ため、他の単位会の発表をしっかりと拝見する
事が出来ず、出来栄えについて他の単位青税と
の比較が出来なかったのですが、準備や片付け
の際中の衣装などを拝見するに、皆様も非常に
力を入れて準備されていた事が分かります。今
年は審査方法が例年と異なり、会場の人の投票
で審査されるとの事で、人数の多い近畿は審査
結果が有利に働いてしまうのではと危惧してい
ましたが、最終発表の３位の結果に出演者のみ
んなで安堵したのでした。
　出演者、裏方のみんなは準備時間の限られて
いる中、それぞれがストーリーを考えたり、ボ
ケを考えたり、衣装を用意したり、画像や音楽
を準備したりと作業を分担して寸劇を完成させ
ることが出来、近畿青年税理士連盟の結束もさ
らに高まったと思います。
　最後になりますが、シンポジウム、全国大会
とご準備や運営を頂いた全国大会実行委員会、
研究部の皆様に感謝を申し上げて結びといたし
ます。本当にありがとうございました。

近 畿 青 税 濱 田 誠 二
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　令和６年８月３日（土）。いざ、名古屋へ！
生後７か月の我が子を連れて初めての新幹線、
初めてのホテルでの宿泊。気合を入れての前泊
です。
　今回の神奈川青税は「これからの税理士の業
務のあり方～無償独占について考える～」が
テーマです。夫に「ちょっとコーヒーでも飲ま
ない？」のテンションで「ちょっとシナリオ
作ってくれない？」と言われたのは今年のゴー
ルデンウィークが明けた頃。そのころ我が子は
生後４か月。何を隠そう、私の夫は現在の神奈
川青税代表幹事の深沢です。以前から「シンポ
やるならハリーポッターかなぁ。純血の税理士
は二世で親が税理士ってことにして。マルフォ
イは石澤さんがいいなぁ。」と話していたので
すが、これが現実になるとは。ただ、この時点
で決まっていたのはマルフォイが石澤健太会員
だということだけでした。
　私がハリーポッターと賢者の石を映画館で初
めて見たのは中学生の頃。夏休みには金曜ロー
ドショーで放送されたハリーポッターと賢者の
石を録画し、録画したビデオを毎日のように流
しながら夏休みの宿題をしていました。ＣＭの
部分でしか宿題進まなかったな～、懐かしいな
〜、と思い出に浸りながらシナリオが完成した
のは６月下旬。そこから本格的にシンポの発表
準備を始めたのですが、参加してくれる会員が
10 人以上いたことは本当にありがたいことでし
た。私は我が子を抱っこしながら練習に参加。
週１ペースで集まって、衣装やセリフ合わせ、
マイク回しや立ち位置の確認など、本当にお疲
れ様でした！いい大人たちがコスプレをして、
あーだこーだ言いながら何かを作り上げるとい
うのは、なかなかに楽しいものでした。
　練習が進むにつれて「だめだ…このシナリオ

はただ滑るだけかもしれない…」という恐怖と
不安でブルブルしていたのですが、「やるなら
１位を目指そうぜ！」という神奈川青税のみな
さんの心意気にも本当に救われました。感謝し
ています。
　セリフが多くてもめげずに暗記してくれたハ
リー稲葉さん、演技するときの表情もしっかり
つくってくれたロン青木さん、挙手のシーンで
何度もダメ出しをくらいながらも研究してくれ
たハーマイオニー松浦さん、忙しい中出演して
くれたマルフォイ石澤さん、声のトーンを変え
てほしいという無茶ぶりに対応してくれたクィ
レル吉澤さん、写真だけの出演で会場を沸かせ
るシロタモート城田さん、常にみんなを鼓舞し
てくれたダンブルドア𠮷田さん、一番こだわり
を持って協力してくれたハグリッド髙栁さん、
いつも我が子をあやしてくれたマクゴナガル矢
野さん、一番セリフが言いづらかったのに最後
完璧だったスネイプ髙﨑さん、人間ではない難
しい役（？）でも卒なくこなしたフラッフィー
深沢、声だけで存在感を出しパワポ操作まで
やってのけた組み分け帽子古本さん、場面転換
で一番重要になる役を引き受けてくれたナレー
ター古閑さん、本当にお疲れ様でした！ありが
とうございました！
　最後に、名古屋青税の皆様をはじめ、本大会
に関わられたすべての方々に厚く御礼申し上げ
ます。

神奈川青税 菅 原 亜 実
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　2023 年１月に合格祝賀会の懇親会で湊前会長
に何かお手伝しますと伝えましたが、３月にシ
ンポジウム実行委員長の打診を受けた際は、正
直ヘビーだなと思いました。税理士の業務のＩ
ＣＴ化は学びたかったので、論文テーマの「税
理士の業務のＩＣＴ化と納税者の権利擁護」は
迷わず決めました。
　勉強会の講師をどなたにお願いするかを、６
月の定期総会の懇親会で高橋千亜紀さんに相談
したところ、「ＩＣＴ化ならハガックスよ」と
即答いただきました。その場で直ぐに芳賀さん
にお願いに上がり、ご快諾いただきました。納
税者の権利擁護については、７月に研究部長
だった岩田さんに相談し、故北野弘久先生の高
弟でいらっしゃる石村耕治先生にお願いしまし
た。
　８月の国会図書館での資料収集、芳賀さんと
石村先生の勉強会を通して、準備万端で論文作
成に入りました。しかし、論文作成では、各
パートがなかなか仕上がらず、12 月の脱稿予定
が、最終的には確定申告も挟んで４月中旬に完
成しました。とは言え、時間が限られた中、論
文メンバー皆が持ち場をしっかり守り、納得の
いく論文が出来上がりました。
　シンポジウム発表については、東京青税は寸
劇という流れを踏襲することに迷いはありませ
んでした。脚本、パワポ作成も自作で一気通貫
に寸劇に関わりたいと思っていました。ただ、
題材はなかなか決まりませんでした。2024 年Ｇ
Ｗ開けの論文作成の打ち上げで、題材が決まっ
てないことを告白し、論文メンバーに相談しま
した。すると、全国大会が名古屋であること、
名古屋と言えば鳥山明先生、鳥山明先生と言え

ばアラレちゃんと自然に決まりました。「ペン
ギン村に税務調査が来たことにしたら」と倉林
さんからアドバイスもいただき、方向性が定ま
りました。全 18 巻（７巻は重版中止）を大人
買いし、リアルタイムで見ていた以上に、アラ
レちゃんと向き合い脚本に取り組みました。
　キャスティングは舞台に立つのは３人、東京
03 のような掛け合いを目指すという思いを秘め
ていました。４月の厚生行事から、若手には積
極的に声をかけていたので、アラレちゃんは上
原さんにお願いしました。ペンギン税務署職員
は梁川さんにお願いしましたが、裏方志望とい
うことでパワポ操作をお願いしました。６月下
旬に脚本は仕上がりましたが、税務署職員と千
兵衛さんが未定でした。片方が決まれば、残り
は私がと思いながら、パワポの作成に取り組み
ました。ようやく千兵衛さんは加納さん、税務
署職員に私という配役が７月上旬に決まり、稽
古に入ったのは、７月中旬でした。
　ただ、キックオフからは怒濤の稽古と脚本の
手直しで、最初は 10 分程度だった脚本が加納
さんのアレンジで 20 分程度になり、メンバー
の意見を吸い上げながら、寸劇が形になるのを
目の当たりにすることが出来ました。
　ディフェンディングチャンピオンとしてタイ
トル防衛はなりませんでしたが、当日はメン
バー４人で一致団結してベストのパフォーマン
スが出来たと思います。ご声援ありがとうござ
いました。８月から合格祝賀会実行委員長とし
て、蝉のごとくもう少し、せわしなく鳴いてみ
ます。今後ともご指導ご鞭撻のほどよろしくお
願いいたします。

東 京 青 税 鴻 野 智 良
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　８月４日シンポジウム・全国大会当日、天気
にも恵まれ、本当にたくさんの方にお越し頂き
ありがとうございました。ただ本当に暑かった
ですよね。まぁ、当日雨だったらイヤだなと
思っていたので、雨が降らなくてよかったです。
　振り返ると、実行委員長の役を頂くとき、誰
から誰への会長のバトンタッチになるのかな？
と思いました。青税歴もまぁまぁ長くなり、い
ろいろ顔が浮かぶ中、冨川さん・高橋君（普段
の呼び方で申し訳ございません）の２人だった
らいいなと勝手に思っていました。２人とも歳
が近く付き合いも長いので、勝手に親近感を
もっていました。そんな２人の大切な１日をお
手伝いできてうれしく思います。もちろんお越
し頂いた来賓の皆様や会員の皆様にもより良い
ものを提供したいという気持ちも強く思ってい
ました。「うまくできなのかなぁ？」至らない
点もあったかと思います。ただ、岐阜青税、実
行委員や名古屋青税その他皆さんのご協力を頂
き何とか終われたのかなと実感しております。
私は実行委員長の役を頂いていましたが、実働
は名古屋青税の仲間たちに本当に助けられまし
た。本当にありがとうございます。

　今年は全国大会前日に韓国税務士考試会との
交流を岐阜青税さんにご協力頂き、岐阜の十八
楼という温泉旅館にて行いました。前日の理事

会が終わった後、岐阜に移動し、宴会を行った
後、鵜飼を見に行き、一部はまた部屋飲み。深
い交流ができたのではないかなと思います。深
夜までお付き合い頂いた皆様ありがとうござい
ました。韓国税務士考試会の方も「温泉は素晴
らしい」と絶賛でした。本当は散策時間もあっ
たのですが、何しろ暑くて、暑くて…。外を歩
くのはできなかったですね。全国大会の翌日も
新執行部と韓国税務士考試会の交流をしまし
た。名古屋駅周辺でお買い物時間をつくり食事
をしました。本当はそのあと、大須という場所
で散策時間もあったのですが、何しろ暑くて、
暑くて…。雨じゃなくて良かったのですが、本
当に暑い３日間でした。

　シンポジウムと定時総会を同日開催すること
になって、神奈川大会、大阪大会に続き３回目。
過去２回は定時総会→シンポジウムの順でした
が、今回の名古屋大会ではシンポジウム→定時
総会とさせていただきました。名古屋という地
理的な条件もあり、シンポジウムが先でもやり
やすかったと思います。その分シンポジウムの
発表者の方にはご迷惑をおかけしたかもしれま
せん。ご理解ご協力いただきありがとうござい
ます。石澤研究部長、お疲れ様でした。ちょっ
とトラブルがあったかもしれませんが、何とか
無事乗り切れましたね。石澤さんと一緒に携わ
れて楽しかったです。単位青税を超えて一緒に

名古屋大会総括
  ～全国大会を終えて～

� 名古屋大会実行委員長　安 藤 宣 貴
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やれるのも全国青税の良いところですね。
　定時総会で本当のトラブルというか、想定し
ていたよりも白熱したというか、より審議を深
くやれたというか…、とにかく時間が押しまし
た。本当は時間関係なくとことんやれるよう
にしたいと思いましたが、なかなかそれは時間
の関係上、許されませんでした。新旧執行部に
もっと意見をぶつけたいと思った方、労いや
エールを送りたかったという方、様々いらっ
しゃったと思います。至らぬ運営で申し訳ござ
いません。ただ、引き続き、新執行部高橋会長
が受け取ります。ぜひ活動に注視してください。
　熱い定時総会も終わり懇親会に移りました。
押した時間を取りもどそうと懇親会も若干巻き
気味で進めることになってしまいました。もと
もと時間がタイトでしたが、より窮屈になって
申し訳ございません。本当は歓談時間を設けて
本当は久しぶりに再会した仲間と時間をゆっく
り使ってほしいという思いはありましたが、運
営は難しいですね。そんな中、私にもサプライ

ズ！実行委員長お疲れさまという、高橋新会長
からの労い！私一人でできるわけもなく皆さん
のご協力のおかげですが、本当にありがとうご
ざいます。本当に感謝に尽きる３日間となりま
した。引き受けてよかった！
　来年は東京です。東京青税さん中心となり進
めていくことになると思います。高橋会長の成
果をしっかり見守り、熱い定時総会にしましょ
う。名古屋にお越しいただいた皆様ありがとう
ございます。また来年東京で会いましょう。



名古屋大会　懇親会スケッチ

税経新人会全国協議会理事長夫人
作成のスイカアート

シンポ優勝は神奈川青税！

冨川前会長、阿部前総務部長へ感謝の花束 来年は東京開催 !!

考試会とのプレゼント交換
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「震災は繰り返される、だから決して忘れず語
り継いでいかなければならない。」

１．視察の目的
　当連盟では 2013 年仙台全国大会翌日に多く
の会員が被災地を視察しました。過去を見つめ、
過去から学ぶため、2013 年に訪れた被災地をあ
らためて視察し、皆さんで見聞きしたことを後
世に伝え継いでいただきたいと思い企画しまし
た。
２．視察先
　2013 年に訪れた南三陸さんさん商店街、旧防
災対策庁舎、大川小学校（当時、交通事情によ
り訪問断念）の他に、門脇小学校を視察先とし
て選びました。大川小学校、門脇小学校は、現
在「石巻市震災遺構」として私たちの記憶を紡
ぎ、未来のいのちをつなぐ役目を担っています。
３�．集合場所（仙台駅東口）から門脇小学校へ、
「命の道」を通って
　有志 28 名で観光バス（旅行会社／㈱みちの
く観光様）に乗り、門脇小学校に向けて出発し
ました。バスガイドさんの説明によれば、バス
が走行した三陸縦貫自動車道（仙台市～青森県
八戸市）は震災当時「命の道」と呼ばれていた
そうです。震災当時は現在の３分の１程度しか
完成していなかったそうですが、海岸沿いを走
る国道 45 号線が津波等により寸断されていた
ため、この自動車道がなければ内陸に物資を運
ぶことができなかったそうです。
４�．門脇小学校「自然がつくりだしたこの世界
と向き合うことの意味」
　門脇小学校の児童・教職員らは訓練どおりに
日和山へ避難し、犠牲者を出すことなく無事
だったそうです。津波と火災の教訓を残すため
に、校舎の一部が当時のまま保存され、校舎や
体育館を利用した展示が、自然と向き合うこと
の意味を考えさせられました。
５�．さんさん商店街「笑顔とパワーに満たされる」
　2013 年当時は仮設商店街でしたが、2017 年
に町の中心地に震災後 8.3 ｍほどかさ上げされ
た高台の造成地に本設としてオープンしていま

した。当日も多くの地元の方、観光客で賑わっ
ていました。私たちも思い思いのお店に入り、
2013 年視察を経験した会員も当時を思い出しな
がら名物きらきら丼などを食べ、笑顔とパワー
をいただきました。
６�．旧防災対策庁舎「3月 11 日に思いをはせ、
祈る」

　復興工事により旧防災庁舎の周辺は海抜 10m
まで土地がかさ上げされていました。そのため、
旧防災対策庁舎が残る場所は窪んだ土地になっ
ており、2013 年当時とは景色が変わっていまし
た。高さ10mの土地から旧防災庁舎を見たとき、
15.5m の津波の大きさをあらためて感じ、犠牲
となった方々に献花と祈りを捧げました。
７�．大川小学校「胸が締め付けられる思い、こ
みあげる涙」

　高さ 8.6m もの津波が学校をのみこみ、児童
74 名、教職員 10 名が犠牲になりました。元気
いっぱいの子供たちがいない校舎が私たちの胸
を締め付けます。校舎前にある献花台で有志全
員が白いカーネーションを 1本ずつ献花し、い
のちの尊さを考えながら祈りました。
『2011 年 3 月 11 日　いつもと同じ朝でした　
「行ってきます」の後ろ姿を見送ったあの日　
「寒かったでしょう」とあたたかい手で抱きし
めてあげたい』（校庭内の石碑より）。
　こみあげる涙がとまりませんでした。
８．結び「当たり前の日常は当たり前ではない」
　私自身、当たり前の日常が当たり前ではない
ということをあらためて教えられ、自然の力、
いのちの尊さを考えさせられる視察となりまし
た。
　今回参加されなかった方も、どうか震災のこ
とを忘れず、未来へ語り継いでいってください。
そして、もし機会があればぜひ被災地に足を運
んでいただければ幸いです。
　最後になりましたが、当日はあいにくの雨の
中、多くの会員にご参加をいただきました。ご
参加いただいた皆様、そして視察準備にご協力
いただいた皆様に心から感謝申し上げます。

東日本大震災、震災遺構視察報告
� 会長　高 橋 紀 充
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津波と火災の跡

旧防災庁舎

ひしゃげた車両

旧防災庁舎裏側

視察に参加した皆様

旧防災庁舎で献花する高橋会長

大川小学校で祈りを捧げる高橋会長

大川小学校慰霊碑

焼け焦げた机・椅子

門脇小学校

南三陸さんさん商店街

さんさん商店街で昼食

大川小学校

大川小学校での献花

震災遺構大川小学校のメッセージボード
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あとがきあとがき
　最後までお読みいただきありがとうございました。
　今回初めて広報紙をカラー刷りとさせていただきましたが、いかがでしたでしょうか。感
想などお聞かせいただけますと幸いです。
　全国大会の様子や震災遺構視察での状況等、より皆様にお伝え出来たのではないかと思っ
ております。
　今年度も広報部では会員の皆様に活動内容を分かりやすくお伝えできるよう努めてまいり
ますので、本広報誌の他、是非全青税ホームぺージも覗いてみてください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 広報部長　髙栁　律彦

〜
全
青
の
魅
力
は
、
全
青
の
活
動
に
あ
り
〜
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五十周年記念サイトのご案内
全国青年税理士連盟五十周年記念サイトは下記よりご覧いただけます。

https://aozei50th.com
パスワード　zenao50th

サイト内でユーザー名、パスワードを求められた場合
ユーザー名　zenao　　　パスワード　50th

2024 年全国青年税理士連盟　研究論文集のご案内
【新時代に求められる税理士の役割】
シンポジウム論文集は全青税ホームページからダウンロードできます。

　　パスワード：zenaozei

全国青年税理士連盟ホームページのご案内
　　https://aozei.com/

当連盟規約、慶弔見舞金申請書もこちらからご覧いただけます。

　全青税の活動報告ブログの掲載や、提出した意見書・要望書の掲載をはじめ、各種リー
フレットを掲載しております。必要に応じてダウンロードしてご利用ください。会員の
皆様のお仕事にお役立ていただけますと幸いです。
　ホームページ内でパスワードが必要な場合は「zenaozei」とご入力ください。
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